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ズイムシアカタマゴバチとズイムシ

クロタマゴバチとの研究方法について

大竹昭郎（応用昆虫学研究室）

0n　some　method－s　used．for　study　of　the　two　eg9－paras1tes

　　of　the　rice－stem　borer，〃あ牟og脇棚脇oプψo倣o〃棚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，2）
　　　　ASHMEAD　and1切吻o、吻㈱砺肋〃s（GAHAN）．

　　　　　　　　　　　　By　Ak1o　OTAKE

　わたしはここ数年，松江附近の水田で，鱗翅目害虫，

中でもニカメイチユウに対する生物的環境低抗としての

卵寄生バヂの意義について研究しているが，ここでは水

田で寄主を採集する方法，採集した寄主からハチを羽化

させる方法，寄主の卵を検査する方法といつた，いわば

研究の技術的な面について述べてみたい。なお，松江附

近のニカメイチユウの卵寄生バヂは，ほとんどズイムシ

アカタマコバチ丁伽ゐogクα肋刎αノψo刎ω榊ASHMEAD

とスイムソクロタマコバチ乃3刎o榊郷励8物5（GAHAN）

とで，以下前者を‘アカ、，後者を，‘クロ、と呼ぶこと」

する。

　この論文をまとめる際に，多くの方々からいろいろと

教えを受けた。すなわち，寄生バヂの同定と卵，幼虫の

検査法について植物防疫協会研究所長石井悌博士’，寄

生バチの学名について九大農学部安松尿二教授，ニカメ

イチユウ卵の検査法について東京教育大理学部岡田益吉

氏，農技研病虫部石井象二郎博士，日本レーヨン米子蚕

種製造所田申深氏。以上の方々に厚くお礼申し上げると

共に，常々激励と助言を頂く島根農大応用毘虫学研究室

主任近木英哉助教授および京大農学部内田俊郎教授に感

謝の琴持を捧げたい・

　　　　　　　　　I容主の採集

（且）ニカメイチユウ卵塊の採集第／化期のニカメイチ

ユウ卵塊は，主としてイネの葉の表面にうみつけられる

ので，なわ代および田檀え後間もない本田ではたやすく

見つけ出せる。しかし田植え後，’日が経つて分けつの進

んだ田では，皐落しが非常に多くなる。更に第2化期に

なると発見が極めてむずかしい。2化期のガが発生する

1）　YムSUムエATsU（，50）notes　that　the　scel1on1d　eg9・Para∫1te

bred　from　the　rice・stem　borer，C肋州物郷〃sWA凪凧R，

in　Japan　is　notτビ〃紗〃蝸69〃2力6ゴ2勿∫（EE皿NTER）butτ

雄g〃姻（G拙｛AN）．

2）Contr1butlons　from　the　Laboratory　of　App11ed　Ento㎜o－

1ogy，Sh1血ane　Agr1cultura1Co11ege　No25

8月下旬には，イネは大きく生育している上に，2化期の

ガ惇，目につきにくい葉輸附近に卵塊をうみつける傾向

カミある。（梁谷，！50）ためである。

　なわ伐および田植え後間もない本田では，注意深く探

せば，卵塊はほとんど確実に見つけ出せるので，森下

（！54，／5ア）の間隔法などによつて，そこ下の卵塊の密度

はほジ精確に推定できる。イネの分けつ数が増して発見

がいくらか難しくなつた時期には，河野（！53）の時間単

位採集法で卵塊数の推定ができそうである。ただし，後

で述べる卵塊の色で，見つけやすさが違うようなので，

河野の式の採集能率に工夫が必要である。

　田の申の部分によつて，寄生ベチの卵塊寄生率がいち

じるしく違うということがない（大竹，！55）ので，ある

／枚の田の内での卵塊寄生率の推定には，sequent1a1

sampヱmg　techn1que（OAKLAND，！51，MILLER，／55

など）が利用されると思い，いま検討申である。本田あ

るいはなわ代ごとに卵塊の密度にかなり違いがあり，卵

塊寄生率も異っているので，ある地域の寄生率の推定の

ためには，厳密には，調査の対象にぬき出した田あるい

はなわ代じとに寄生率を推定する必要がある。

　ニカメイチユウの卵塊は，うみつけられてから日が経

つにつれて色がいちじるしく変つてゆく。これについて

はすでに報じたが（／56c），色が変るのは，卵粒の卵黄膜

が色づくのと，卵殻の上端が黒ずむためと思われる。後

に述べるように（第ク図A），卵塊の色から胚の発育程度

がほ㌧推しはかれるので，卵塊採集の際に色を記録して

おくことが望ましい。なお，卵塊の表面が乾いていると

きと，濡れているときとでは，色調に違いがあるので卵

塊の表面に指で水をつけてから色を記録した方がよい。

卵塊はイネの葉じと取つて封筒に入れ，それを底に水

を入れたバケツなどに納めて乾燥せぬようにして実験室

へもち帰る。白然状態で幼虫のふ化あるいはハチの羽化

を調べる場合には，見つけた卵塊の側に針金を立てて目
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印しとし，その後定期的に検査する。

　（2クニカメイチュウ卵塊以外の寄主　伽肋og〆㈱伽

属の寄主の範囲の極めて広いことは，多くの人達の調査や

実験から明らかにされている（例えば，黒田，！ち8；SALT，

38；FULMEK，！55）、わたしの調査では，水田申でみつ

けた鱗翅目のどの種類の卵にもアカが寄生していたし，

双翅目に属する卵塊（種名は判らない）にもかなり高い

率で寄生していた（157）。寄主および寄生バチの個体群の

相互作用の研究のためには，ニカメイチユウ卵塊と共に

これらの寄主の採集が必要である。

　一方，クロ’は寄主が極めて隈られており，わが国では

ニカメイチュウとサンカイ、メイチュウ，あるいはニカメ

イチユウのみが寄主であ弓といわれる（岡田，牧；！34）。

わたしはこのハチの生態から，ニカメイチユウ以外に寄

主のある可能性を考え（！56b），それらしいものを水田の

申あるいは附近セ探しているが，未だに見つからない。

　　　　　　皿　実験蜜でのハチの羽化

　（1）ハチを羽化させる方法　卵寄生バチを室内で羽化

さ茸るのは一般にたやすい。温度，湿度条件さえ適当に

保っておけぱよい。’室内での飼育が楽なことから，丁外

伽g〆㈱仰属は大規模に人工飼育し，野外に放して寄生

率を高めるIことが試みられた（FLANDERs，／30；渋谷，

山下，！36；弥富，！43；渋谷，弥富，■50）。わたしは最

初，卵塊のついたイネの葉の端を水につけ，葉が干乾び

ないようにしたが（剃図A），これでは卵塊にカビが生

えやすく，その上かえつた幼虫がイネの葉の組織を食う

と共に，時とするとふ化した後の卵塊をも食い荒してし

まう。ツツガムシの飼育（佐々，／53）からヒントをえて，

1万倍のマーゾニン水を管瓶の底に入れ，ある程度カビを

抑えることができたが，卵塊を食われる危険はとり除け

なかつた。

　そこで，イネの葉を綿栓と管瓶の壁との間に挾み，卵

塊を宙に吊すようにしたとこ■ろ，葉は干乾びたが，湿度

が低すぎて幼虫のふ化，ハチの羽化に悪い影響が現われ

るというよ、うなことはなかつた。葉は乾くと内側に巻く

ので，予め葉の縁をピンセットでさき取つておく（第／図

B）。このようにすると，カビが生えにくいし，かえつた

幼虫は，葉が乾いて食えないので直ちに分散して，綿栓

とガラス壁との間にもぐり込んで死んでしまい，卵塊が

食われる心配がない。

　なお，第／図Bの方法では，羽化したハ，ヂをそつくり他
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　F1gure　L　　Som－e　dev1ces　for　obtaining

paras1tes　from　an　egg　1mass　of　0尻zZ03〃か

クブ635α〃5in　the　1aboratory．

　M1ethod　B，under　wh1ch　an　egg　mass1s

…p・・d・di・・p…，i…it・も1・f・・k・・pi・gth・

egg1mass　f1olm　gettヱng　mo1dy　and　frqm　be1ng

eaten　by　1arvae　of　the　borer　〕ust　after　hat・

ch1ngC1sadev1cetotranslferparas1testo
another　pa1ce．
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豚脇
伽・

へ移すのがむずかしい。手間はかかるが，第1図Cのよう

にすれば敢扱いやすいのではないか。

　（2）ハチの羽化ハヂ1辛・幼虫がかえつてから幾日茄

してほゾー斉に羽化するが，クロではごく一部の個体め

羽化がいちじるしく遅れる場合がある（大竹，！56b）。幼

虫のふ化，ハチの羽化が終つたことを確かめてから，卵

塊は70％アルコールに漬けて，後ほど卵塊の検査を行う。

　松江市附近で二ヵメィチュウの卵からわたしが得たハ

チには，アカとクロ以外に，アカと同属のズイムシキイロ

タマゴバチプC肋0〃ゐISHIIと，同じ科のλ8〃α肋sp．

とがある。前者は秋にフタオビコヤガの卵に多く寄生し

ていたが（大竹，／5ア），第／化期のニカメイチュウ卵からは

’ほとんど得られなかつた。後者もじく少い。T7〃0970一

榊榊とλ8〃α伽とは非常によく似た属だが、後者は

翅の毛が不規則に生えているので区別できる。．これら2

種類は体の色が淡いので，アカと区別がつくが，1y肋0－

gγα舳吻属の種は雄のgen1ta11aの形で確定される

（IsHn，／4／）。なおこの際，Ber1ese液などの透明剤を

用いる（IMMlξ，！29）。

　F1gure2．　A．The　e皿bryon1c　de▽e1opm．ent　of　CんzZ03妙卯θ33α1z3w1th　spec1a1refeト

ence　to　the　co1or　change　of　egg　mass

　Eggs　were　obserYed　without　d．issection　and　dyein県The　figures　correspond　to　the　stagもs　of　em・一

bryonic　deve1op皿ent　described　by　G0T6（／54）．
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　　　　　皿　ニカメイチユウ卵の検査

　（1）幼虫ふ化後あるいはハチ羽化後の卵塊の検査　ニ

カメイヂユウ卵塊は，親のガの透明な分泌物で被われて

いるめで，これを完全に溶し去ることがまず必要である。

時計皿の申に葉についたままの卵塊を入れ，上から／0％

程度の苛性ソーダを注ぎ，少くとも2，3時間はそのまま

おく（一晩つけておいても差支えない）。熱を加えれぱ早

いが，沸騰させて卵粒がばらばちに液の申に散つてしま

わぬよう注意せねばならぬ。二度ほど使うと，液は卵塊

の被いを溶かし去る能力がほとんどなくなるので，捨て一

去るべきである二

　卵塊を液から時計皿の縁に静かに引き上げ，ピンセツ

トで軽く圧えてみて，何の低抗もなしに卵粒がほぐれれ

．ぱ完全に卵塊の被いがとけ去つた証拠である。そこで卵

塊を一部分づ？ビンセツトですくうようにとつて，スラ

イドグラスに載せ，いくらか水を落して50倍の双眼顕微

鏡の下で，両手で解剖針’（細い昆虫針を割箸につき立て

たもで十分）を使つて丁ねいに卵粒を検べてゆけぱよい。

　幼虫がふ化した後の卵粒は，上端が黒ずんでいる他は

透明のなので（第2図A8），時とすると2，3コ重なつた

のに気づかないことがある。”肋09グ舳㈱に寄生され

ると，申のハチの幼虫がさなぎになる頃に，寄主の色が

黒くなるのが一般であるが，ニカメイチユウの卵粒も，

卵黄膜の内側にメラニンが沈着して（OKADA，／55），茶

色を帯びた黒色となる。Tタ肋0玖㈱舳が羽化した卵粒

はうこの色とハヂがぬけ出し牟1～数コの穴とで簡単にそ

れと判るが（第2耳C4）・クロの羽化した卵粒は，全体に

色づくことなく，褐色のまだらができるに遇ぎず，これ

らのまだらが時とすると非常に淡いため，幼虫のふ化後

の透明な卵粒と区別し難いこともある。しかし，光線の一

あて工合によつてハチのぬけ出した円い穴が認められ，

また卵粒の底に褐色の屠のようなものがわずかに残つて

いる点で区別することができる（第2図宣4）。幼虫あるい

はハチの死cもり卵粒については次の項と同じ要領で調

べればよい。なお，クロの多寄生を一度記録したが，珍

らしこ）ことなので図を掲げた（第2図B5）。

　（劣幼虫ふ化前の卵粒の検査　／958年には，野外で採

集した卵塊を（色を記録してから）直ちに70％アノしコー

ルにつけて固定し，顕微鏡の下でニカメイチュウの胚の

発育あるいは寄生バチの寄生状態を調べた。アカとクロ

との共存（大竹，／56a），アカの多寄生現象（弥富，！50；

大竹，56b）などの問題を堀り下げるためには，未成熟段

階での寄生バチの寄生状態を調べることが必要である。

一岡田（／58）もいう通り，ニカメイチウの卵は平たく，

しかも卵殻が透明なので，下から光を当てれば，そのま

までニカメイチユウの胚や寄生バチの卵，幼虫をみるこ
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とができる（第2図）二もち論，染色した場合のように，

はつきり胚の発育をつかむことはできない。

　アルコ．一ルからとり出した卵塊は，イネの葉から剥し，．

スライドグラスに載せて，常に水でうる括しながら，2本

の解剖針で卵粒をほぐしてゆく。卵塊を被う透明な物質

は邪魔になるが，卵粒は少々無理しても，ふ化後のそれの

ように千切れることがないので，強いてこの被いを溶し

去る必要はない。産みつけられたばかりの卵粒は，卵殻

が破れやすく，胚を卵黄からはつきり見分けることがで

きない（第2図A）。後藤（／54）のいう分割期から筆形胚

子期へかけての時期と思われる。やがて卵黄が減つて卵

粒の上端が空きI，腹を巻いた細長い半透明の胚子がぼん

やり認められる（第2図A2）。頭摺期ら突起形成期あたり

であろう。卵殻の上端が黒ずむころには，曄は太短くな

る（第2図A3）。肥大胚子期および反転期であろう。それ

一から胚は幼虫らしい形になり，頭の両側に眼斑が黒く認

められる（第2図A4，5）。この胚をとり出してみると，す

でに剛毛が生えている。限斑期および剛毛形成期であ

る。最後に頭が茶色く色づき，卵黄はすつかり使い果さ

れて，透明な卵殻の申に完全な幼虫が認められろ（第2図A

6，ア）。頭部着色期で，かえる直前の状態である。

　ハチに寄生された卵粒では胚が発育せず，全体一様な

卵の中にハチの卵や幼虫が認められる（第2図B，C）。わ

たしはアカの卵はまだ見ていないが，石井（／5／）の図か

らすれば，細長くて，クロの卵と簡単に区別できそうで

ある。幼虫はクロでは俵型，アカでは不正形でクロのよ

うに丸つこくないので，区別できる。．さなぎは成虫と似一

た形をしているし，寄主の卵殻が黒く染つているかどう

かでもはつきりアカかクロかの判定ができる。

（ユ）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）
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Su~Inaary 

(1) The writer, researching egg-parasi-

tes of the~ rice-stem borer, Chilo suppressalis 

WALKER, has recorded the presence of 

the scelionid~ Telaeol?uts dignus (GAHAN), 

and of the three trichogrammids; Tricho-

gram7;~a japoniculn ASHMEAD, T. chilo-

nis ISHII and Asynacta sp. in the Matsue 

district. Until now, however, the last two 

species have been obtained onl_y from a 

few egg masses of the borer. 

(2) In rice nurseries, and in paddy 

fields into which rich plants have just been 

transferred Lrom nurseries, egg masses of 

C. suppressalis of its first brood, which 

ar*- generally deposite_d on the upper sur-

face of rice leaves, can be easily discover-

ed, and in such cases it is possible to~ 

make a considerably exact estimation of 

the nurnber of egg masses and of the per-

centage parasitism of egg-parasites 

To record the color of an egg mass of 

the 'borer at the time of its discovery is 

desirable, because it changes correspond-

ing to the embryonic development in eggs 

(Fig. 2A). 

(3) It was emphasized that to gather 

host sp**cies other than the rice-stem 

borer was necessarv_ . for study of population 

ecology of, T. japonicum, because this 

species has a wide host range. 

(4) - S()me devices, as shown in Fig. 1, 

were made to obtain in' the laboratory 

parasites from an egg nrass of the borer. 

(5) The following method was used 

to examine an egg mass~ from which 
larvae of the borer and/or adult parasites 

had already got away. At .first, an egg 

mass was dipped into about 10 per cent 

solution of KOH or NaOH without being 

separated from the rice leaf to dissolve 

the transparent cover by which the indi-

vidual eg~gs were got together. Then, the 

eggs were disconnected one after an6ther 

and observed under a binocular micro-

scope, and classified into several kinds 

according to such Leatures as shown in 

Fig. 2. 

(6) In 1958 a method was tried to exa-

mine eggs of the borer from which larvae 

had not hatched yet or parasites, if any, 
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not emerged yet. Egg masses of the borer 

were for a while fixed in 7Q per cent 

ethyl alcohol just after gathered in the 

field. Then, eggs were separately observed 

under a binocular. It was possible to find 

the embryo 0L the borer without dissec-

ting or dyeing the egg, because an egg of 

this species is flat and its chorion trans-

parent (Fig. 2A). Parasites, in any deve-

10pmental stage, in an egg of the borer 

can easily' be discovered by being held to 

, the light (Fig. 2B and O. 

[
 


